
      

①
政
友
み
ら
い 

②
下
羽
田
町
１
０
３
１-
３ 

③(

22)

６
０
１
７ 

④
第
２
次
佐
野
市
総
合
計
画
基
本
構

想
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

12
年
間

の
佐
野
市
作
り
で
あ
り
ま
す
。
最
重

要
課
題
で
あ
り
ま
す
、
少
子
高
齢
化

対
策
と
し
て
定
住
促
進
を
推
進
テ
ー

マ
と
し
て
お
り
ま
す
。
課
題
遂
行
で

は
子
育
て
支
援
、
雇
用
の
確
保
、
地

域
医
療
の
確
保
、
公
共
交
通
の
全
市

網
羅
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
、
社
会
環

境
の
充
実
で
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
、
人
口
減
少
に
伴
う
財
源
の
確
保
、

集
中
と
選
択
に
よ
る
持
続
可
能
な
市

政
運
営
等
、
未
来
に
希
望
と
夢
の
持

て
る
佐
野
市
作
り
を
頑
張
り
ま
す
。 

 

      

①
新
風 

②
赤
坂
町
６
５-

４ 

③(

24)

０
３
７
４ 

④
明
治
維
新
か
ら

150
年
。
志
を
抱
い

た
人
々
が
近
代
化
へ
の
扉
を
開
き
、

そ
の
後
、
終
戦
に
よ
り
民
主
化
、
経

済
大
国
と
な
っ
た
日
本
。
今
、
世
界

が
利
己
的
・
排
他
的
に
な
る
中
、

命
・
生
活
・
経
済
が
脅
か
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
問
題
に
も
一
刻
も
早
く
考
え
ら
れ

る
対
策
を
打
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
本
市
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
等
に
よ
る
、
働
い

て
住
む
な
ら
、
子
育
て
す
る
な
ら
佐

野
市
の
第
２
次
総
合
計
画
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。
輝
く
佐
野
市
の
た
め

に
尽
力
し
ま
す
。 

      

①
蒼
生
会 

②
堀
米
町
８
１-

７ 

③(

22)

８
５
２
３ 

④
急
速
に
進
行
し
て
い
る
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
社
会
、
全
国
各
地
に

お
け
る
大
規
模
災
害
の
発
生
に
よ
る

安
全
・
安
心
に
対
す
る
不
安
意
識
の

高
ま
り
な
ど
、
大
き
く
変
化
す
る
社

会
環
境
に
対
応
し
、
次
世
代
に
誇
り

を
も
っ
て
つ
な
い
で
い
く
佐
野
市
を

つ
く
る
た
め
、
健
康
・
医
療
・
福
祉

の
充
実
、
安
全
・
安
心
・
快
適
な
住

環
境
の
整
備
、
子
育
て
・
保
育
・
教

育
環
境
の
充
実
を
重
視
し
、
時
代
に

あ
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
み
な
さ
ん

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
全
力

投
球
い
た
し
ま
す
。 
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